2011年1月8日　インド大使館講話　テーマ「三種類の喜び（トリグナ）」
今日の勉強はとても大事です。皆さんの生活に関係があります。皆さんが喜び、楽しみを求めるのなら、それについていろいろ勉強しなければなりません。バガヴァット・ギーターの中に３種類の喜びについての説明があります。サットワ（Sattva）・ラジャス(Rajas)・タマス(Tamas)です。我々はどうして喜びを欲しがるのでしょうか。皆さんのお考えはいかがでしょうか。子供も若い人もお年寄りも、日本人もインド人も、貧乏人もお金持ちも、女性男性、お坊さん、求道者、皆同じように欲しがります。動物も欲しがります。例えば牝牛から我々は牛乳を貰っています。人間はとても頭がいいので、どうすれば牝牛からたくさん牛乳を取れるか知っています。音楽を聞かせて、牝牛がいい気分になれば、牝牛はいっぱい牛乳を出します。例えば犬ですが、犬は喜んだ時はしっぽを振ります。皆喜びを欲しがります。どうして喜びが欲しいのかというと、それ（喜び）が人間の本性だからです。サチダーナンダ（Satchidananda：絶対の存在、絶対の知識、絶対の至福）を皆さんは欲しがっているのだという、表面的ではない深い理由からです。皆さんは至福が欲しいですから、至福を求めていろいろ頑張っています。最終的には喜び、楽しみが目的ですけれども、現実にはいつも大きなギャップがあります。願望はありますけれども、実際にはどうでしょうか。喜びにもいろいろな種類があります。たとえばわれわれのレベルがありますね。体、感覚、心、頭、知性がありますが、それに対応して喜びにもいろいろな種類があります。肉体的な喜び、感覚的な喜び、心的な喜び、知性的な喜び、道徳的な喜びもあります。一番最後には霊的な喜びがあります。皆さん喜びと一言で言いますが、こんなにたくさんの種類があります。例えば肉体的な喜びは、食べ物、飲み物、マッサージなどです。感覚的な喜びとしては、良い景色を見たい、いい音楽を聴きたい、いい香りをかぎたい、などがあります。心の喜びは、例えば大好きな人に挨拶する時、他の人に褒められた時などです。知性的な喜びとは、面白い本を読んだ時、数学の問題を解けた時、いい俳句を作れた時などです。道徳的な喜びは何でしょうか。例えば横浜の寿町に行って、関係ないホームレスの方達のためにいろいろお世話をすれば、もちろん喜びが得られますが、これが道徳的な喜びです。知性でもなく、心でもない、これはとても大切な道徳的な喜びです。この種類の喜びは、皆さんあまり知らないです。なぜなら非利己的にならないと、道徳的な喜びは得られないからです。これが大事なポイントです。道徳的な喜びは他の喜びとは喜びの質が違います。親切にはいろいろあります。旦那さんが奥さんに親切にするというのではなく、関係ない人に対する親切、親戚ではない人のためにいろいろやってあげることです。皆さんの稼いだお金の中から少しの援助をすると、この道徳的な喜びが得られます。少しの寄付でもかまいませんし、神様も喜びます。これが道徳的な喜びです。
最後は霊的な喜びです。例えば神様の名前を集中して唱えます。神様の歌を尊敬と愛を込めて歌うこと、これが霊的な喜びです。インドのベナレスという神聖な場所では、人々は朝から夜までの仕事の後は、ＴＶや映画を見るのではなく、集まって１時間一緒にシンバルを鳴らしながら神聖な歌を歌いますが、これが神聖な、霊的な喜びです。それから神様への瞑想があります。浅い瞑想では不可能ですが、深い瞑想で喜びが生まれます。もちろん、一番高いレベルの喜びは、悟りです。神様と触れ合う、communion with Godで、一番いい霊的な喜びです。
ラーマクリシュナによれば、３種類の喜びがあります。まずビシャヤ・アーナンダ(Vishayananda)、次にバジャナ・アーナンダ(Bhajanananda)、最後はブラムハー・アーナンダ(Brahmananda)です。
ビシャヤ・アーナンダは世俗的で、肉体的、感覚的、心的、知性的、な喜びです。例えば食べ物、飲み物、映画を見る、景色を見る、などです。大体９０％の皆さんはこのタイプの喜びを欲しがっています。
次は、バジャナ・アーナンダです。バジャンの意味は、神様を瞑想する霊的な実践です。バジャンのひとつの意味は歌ですが、ここでは普遍的、包括的な霊的実践のことです。その霊的な実践の中で、神様の名前を唱える、神様の本を読む、神様を礼拝する、神様の歌を歌う、神様を瞑想する、これらの実践によって得られる喜びは全てバジャナ・アーナンダです。全ての求道者はバジャナ・アーナンダを求めます。
最後の喜びはブラムハー・アーナンダです。それはBrahma絶対の至福の喜び、悟りの喜びです。神様を理解して、神様を悟る、その種類の喜びを至福と言います。ラーマクリシュナの作ったとてもいい分類ですね。
しかし、どんな喜びが欲しいかは、人によりまちまちです。普通の人はいつも世俗的な楽しみを欲しがります。良い食べ物、よい飲み物、よい服、よい家があれば、それで十分です。それ以上考えませんし、これが普通です。もう一つはそれも欲しいですけれど、神様の喜びも欲しい、これが求道者の状態です。求道者の状態は、世俗的な楽しみも欲しいけれど、神様の喜びも欲しい、少しレベルの高い喜びですね。
きわめて少数の人は、悟りが欲しいと考えますが、求道者の中で、そこまでいく人は少ないです。神様が、解脱が欲しいですかと聞いたら、すいません後で考えます、と答える人もいるのですから。求道者の中でも、悟りが欲しいと本気で考える人は本当に少ないです。喜びの種類もいろいろありますから、それを欲しい人も様々です。
さて皆さんは喜びを求めますが、最後の結果はなんでしょうか。最後の状態は何でしょうか。このことについても考えなければなりません。例えば、ずっと喜びが欲しいですけれど、実際には悲しみもあります。喜びが欲しくても、喜びをずっと維持できないですし、我々はそれを見て知っています。皆さん喜びが欲しいですけれど、本当にそれを得るのは難しいです。１００％の喜びを得るのは本当に難しいのですが、どうしてできないのでしょうか。
ギーターにはどの種類の喜びを求めると、どのような結果が出るかの説明があります。どの種類の喜びを求めたときに苦しみや悲しみがもたらされるのか、どの種類の喜びを求めた場合には苦しみではなく楽しみや至福が得られるかが書かれています。バガヴァット・ギーターでは、喜びを３つの種類に分けていて、それはサットワ的、ラジャス的、タマス的です。１８章３６、３７節を読んでください。
バーラタ族で最も秀れた者（アルジュナ）よ！長い修練を経てそれを獲得することができ、それによって苦しみが消えてしまうような三種類の幸福について、私の説明を聞きなさい。//36

始めは毒薬のように苦しくても、終わりには甘露となるような、真我を悟る清純な知性から生じる喜びは、サットワ的幸福と言われる。//37

このサットワ的な純粋な喜びに言及している中で、大事な言葉があります。アビヤーサ(Abhyasa)、ビシャ(Visha)、アムリタ(Amrita)です。もう一つ、アートマブッディ(Atmabuddhi)というのがあります。まずアビヤーサについて説明します。サットワのブッディの目的は何でしょうか。サットワ的な人の目的は、もちろん喜びですが、どんな種類の喜びかというと、それは霊的な喜びです。どうしたらそれは可能でしょうか。この喜びの原因、源はアートマブッディ、魂からきていて、内なる自己から来ています。この内なる自己の本性は何でしょうか、サチダーナンダは魂の本性です。サットワ的な喜びの源は魂、魂の本性は永遠の至福です。普通の喜びの源は、内ではなく外にあります。世俗的な喜びの源は、物、人、つまり外に喜びの源があります。この場合は正反対です。なぜなら源は中にある、内なる自己ですから、全然違います。その事を理解して、私の本性がわかると、心と知性は純粋になります、それがアートマブッディです。アートマは内なる自己ですから、その内なる自己を理解すると、知性はとても純粋になります。その純粋な心から静けさが、至福が生まれます。内なる自己を理解して、心と知性は静かに、平安に、幸せになり、その結果サットワ的な喜びが生まれます。バガヴァットギータの中にアートマクリラ(Atmakrira)、アートマラティ(Atmarati)、アートマトリプタ(Atmatripta)があります。アートマクリラの意味は、遊びです。アートマンは他者を必要とせず、自分自身と遊びます。アートマラティは、内なる自己は内なる自己を愛すという意味です。他の人を愛したい、ただしそれができないので悲しくなります。外の人とではなく、自分は自分と遊び、自分を愛します。アートマトリプタは、自分は自分で満足するので、他のものや外のものは何も要らない、という意味です。バガヴット・ギーター第２章の５５節
至高者が答えられます。『プリター妃の息子（アルジュナ）よ！人が心の中の欲望をことごとく捨て去り、自己の本性（真我）にのみ満足した時、その人は真の知識を獲得した超越意識の人と呼ばれる。//55

その満足は中から生まれますので、他の物は何も要らないです。世俗的な喜びの源は外ですが、サットワ的な喜びの源は中です。次にアビャーサの意味は実践です。何を実践すればいいのでしょうか、普通の喜びには何も実践は要らないですよね、例えば美味しい食事をする時実践が必要ですか。音楽を聴くとき映画を見る時実践は必要無いですよね。しかしサットワ的な喜びを得るためには実践が必要です、なぜなら我々は喜びのために、今生だけではなく前世から今にいたるまでずっと喜びのために外の物や人に頼っています。食べ物、飲み物、車、服、建物、親戚、家族、皆外ですね。ずっとそれを考えていますが、それではサットワ的実践はできません。意識を中に向ける事は自然にはできないですし、実践もできないです。自分はサットワ的な喜びが欲しいと口で言うだけではできないですから、ずっと実践しなければできない。それがアビヤーサです。一日ではできないので、ずっとずっと頑張らなければならないのです。なぜなら我々はずっと外に喜びの源があると考えていましたが、それは本当は自分の中にあるので、そのためにいろいろ身体の制御、感覚の制御、心の制御を考えなければならないからです。心を純粋にする、制御することが大切です。見猿、聞猿、言猿の本当の意味は、良いものだけ見、聞き、言うという意味です。他の人を批判するのは悪い事ですから慎まなければいけません。これが実践で、お釈迦様の言葉ですから、我々はそのためにずっと頑張らなければならないです。問題は、皮肉な事に、我々は棚からぼたもちを期待しますが、それは難しいです。お金持ちになる、悟りを開く、はそんなに簡単にはできないですし、マントラや真言だけでは達成できないです。世俗的な物をたくさん欲しいという欲望があります。いい教育が欲しいので、子供たちは必死で塾にいきますし、科学者はノーベル賞が欲しくて研究し、作家は有名になりたくてがんばります。ダンサーや音楽家も同じで、毎日毎日１２時間くらい練習します。上司を喜ばせて昇進するために、いろいろな事をします。社会では良い人になるために、子供のころからお母さんはいろいろ教えて、最後良い市民になるように教育します。これらは皆世俗的な欲望のために行われる事です。
霊的な実践のためにもし幸せが欲しいならば、毎日毎日瞑想してください。助言を貰っても、あまり時間が無いという人は、皮肉な事に、一日だけ瞑想したり、３分から５分だけ瞑想したりします。一番高いものが幸せですから、その喜びをずっと続けたいけれど、続きません。たとえそのために今外から助言をもらっても、それをしたくないのです。アビヤーサ－実践が唯一の方法です。実践を何年もずっとずっと続けますと、最初は苦く苦しいですが、最後に甘くなります。ビシャは毒で、アムリタは甘露でとても美味しいですが、実践の最初は毒のようです。ビシャは苦く、面白くないので皆さん好きではないですね。アムリタは美味しく永遠で、無くなりません。実践は苦く、面白くないけれど、実は最初は苦いそれが本当によくて、高くて、とても面白いのであり、それのシンボルがアムリタです。ビシャは面白くない事、瞑想を意味していて、実践の最初は毒のように面白くないですが、ずっと続ければ同じものが甘露になります。そのためには我慢、忍耐、信仰、やる気、が必要です。サットワ的な喜びが欲しいならば、そうしなければならないでしょう。もし物が欲しいなら、そごうデパートに行ってください。物を手に入れるならお金を払わなければならないでしょう。もしサットワ的な喜びが欲しいのなら、実践してください。
それがサットワ的な喜びの特徴です。
次はラジャス的な喜びについてです。
初めは甘露のようであっても、終わりには毒薬となるような、感覚とその対象との接触から生じる喜びは、ラジャス的幸福と言われる。//38

ラジャス的な幸福のフォーカスは、世俗的なものです。サットワ的な源は魂です。ラジャス的な喜びの源は世俗的なものです。サットワ的な喜びは、内なる自己の喜びです。ラジャス的な喜びは、感覚と感覚の対象とのコンタクトによって得られます。例えば目と景色のコンタクトで得られる喜びがラジャス的な喜びです。音楽の場合は、耳と美しい歌のコンタクトで喜びが生まれます。全て同じで、簡単にできます。例えば景色を見るために何も頑張る必要はないですし、歌を聴くときも簡単ですね、もしコンサートに行きたければ１万円払って武道館にいけばいいですし。
源は感覚的喜びです。その特徴はなんでしょうか。一番最初はとてもとても甘露のように甘く、とてもよくて、とても面白いです。最後はビシャで、正反対です。サットワ的な喜びとラジャス的な喜びの、最初と最後は全く逆です。サットワ的な最初の状態は大変ですが、最後は甘露になります。ラジャス的な喜びの最初は面白いですが、最後は困った状態、悲しい気持ちです。どうしてでしょうか。その原因の一つは想像した楽しみと実際の楽しみにはいつもギャップがあるからです。結婚の前と結婚の後、子供を作る前と作った後等、皆同じ状態です。もちろん状況はいろいろですが、最初は大変なことを何も考えず、後になってそれがわかります。これが世俗的な楽しみの特徴です。
物を貰うまでとても喜び、興味がありますが、貰った後は興味が無くなり、また新しい物が欲しくなります。例えば、この歌がとてもいいと思ってＣＤを探して買い、家に帰って何回も聞いて、興味が無くなればまた新しいＣＤを買いにいきます。これも世俗的な楽しみの特徴で、いつも新しいタイプの喜びを欲しがります。次はその楽しみの時々に恐れが生まれます。なぜならいつまでその友達がいるか分からないですから、喜んでいる時も、失う心配が常にあるからです。例えばお酒を飲む時は、運転できないという心配がありますから、飲んでいる時もその事を心配しています。
また、ある物から喜びが得られますが、同じものから苦しみが生じる可能性もあります。人間も同じで、同じ人が喜びと同時に苦しみをもたらすことがあります。例えば子供を持つ母親の場合もそうで、息子が誕生した時はとても喜びますが、息子が母親の言う事を聞かないと本当に大変です。車を買った時は喜びますが、あとで保険や維持費を払うのが大変ですので、喜びばかりではありませんから、同じ車があなたの苦しみの元になっています。世俗的なものは全て同じ作用をします。世俗的な楽しみに耽る事で、私たちの身体の力、感覚の力、心の力、知性の力がだんだん弱くなっていきます。世俗的な楽しみは、最初は甘露ですが、最後に毒になってしまい、幸せになることと全く反対の結果になります。なので、どんな種類の喜びを求めるべきかを識別する必要があります。ウパニシャットの中に二つの選択、スレーヤー(Slayer)とプレーヤー(Player）がありますが、プレーヤーは最初はよくて最後が辛い状態で、スレーヤーは最初は辛いが最後はとてもいい状態です。これはあなたの選択で、神様の責任ではないです。神様はあなたに選択肢を下さるので、私たちは自分で選ぶのです。いつも二つの選択肢、サットワ的とラジャス的がありますから、あなたが選んでください。神様の責任ではなく、自分の責任だという事を解ったうえで、識別して選びとらなければならないのです。今日はここまでです。次の回はタマス的な喜びについてです。
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